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11はじめに 図1に示す誘導性窓を持った方形導波管単一空洞共振 芸1 / 冒 / I,"3 ,三4/ Iぎ5
器全体のフオスタ型等価回路を求めるために､対応した回路で開口
部が磁気壁となる固有モード(固有値と固有関数)をモード対応等
価回路および回路の対称性を利用して求めた｡
2.等価回路に基づく計算法 図1に示す方形導波管空洞共振器は対
称性があるので半回路に対して図1に示す等価回路が得られる｡こ
の等価回路でモード整合方程式を求めると表 1式(3')が得られる｡
この固有値方程式を解くことにより固有モードが得られる｡
3.固有モードの電磁界分布の計算 式(3')より求めた固有ベクトル
(開口(2,2)でのモード電圧)及び図1の等価回路を用いて各領域(i)で
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4.計算結果 国花 示す寸法･2.k対して窓幅(W,-W｡)を変化させた
時の固有モード(共振周波数と固有関数)を計算した｡固有値の計
算結果を中心磁気壁･電気壁に分けて図2に示す｡また代表的な固
有モードの計算結果を図3に示す｡
5.むすぴ･今後 方形導波管単一空洞共振器の固有モードをモード
対応等価回路に基づいて計算した｡寸法を変え固有値の推移をみる
ことで欠落なく固有値を求めることができた｡今後,単一共振器の
(.-[ユニJ=23.[2=I.-2,a-lO
w,=WB=W,-231
W2=W.=任意
磁気壁or電気壁
構造･寸法(mm)
と対称性を用いた等価回路
722-Y22V22 (1)Y2=Yc2ltanhγ212(1')
;2=Y2V2 (2)Y2-(n23)tY31n23 (2')
T3l=Yc31tanhmwor cothewγヱ),/2 (2")
722+i22-0 (3)∴(Y2十Y2)V2-0 (3,)
表l モード整合方程式の導出
フオスタ型等価回路の回路定数を求める予定である｡参考文邸 【11MW99-161､【2]飯田他 :1996電通学総合C-158
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図2 固有値の推移(領域3の考慮モード数 :100)
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1m･8･863lGHz】Ile･13･558lGHz]
5m 2.3,･C3a!RlfHz]14e24･182lGHz】l 中心電気壁
図3 高周波電界分布 W2=W｡=7lmm]
